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●
会
長
感
謝
状 

福
祉
活
動
功
績
者
【
団
体
】 

悠
樂
会
（
ゆ
う
ら
く
か
い
） 

 
 

代
表
者 

森
下 

弘
さ
ん 

 

悠
樂
会
は
、
平
成
12
年
に
染
井
野

１
・
2
丁
目
町
内
の
高
齢
者
や
障
が
い

者
の
親
睦
を
図
る
会
と
し
て
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
15
年
の
長
き
に
継
続
さ

れ
、
現
在
の
会
員
数
は
60
名
。 

月
一
回
の
例
会
は
、
バ
ス
ツ
ア
ー
、

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
蕎
麦
打
ち
、
健
康

講
座
な
ど
会
員
の
親
睦
や
健
康
増

進
、
生
き
い
き
と
し
た
暮
ら
し
に
大
い

に
寄
与
し
て
い
ま
す
。 

  

10
月
24
日
、
創
立
60
年
を
記
念

し
た
佐
倉
市
福
祉
大
会
に
お
い
て
、

佐
倉
市
社
協
の
福
祉
功
労
者
表
彰

式
、
お
よ
び
村
田
幸
子
さ
ん
の
記
念

講
演
「
こ
れ
か
ら
の
福
祉
と
社
会
福

祉
協
議
会
に
期
待
す
る
こ
と
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

千
代
田
地
区
で
受
賞
さ
れ
た
の

は
左
記
の
方
々
で
す
。 

●
会
長
表
彰 

 

（
敬
称
略
） 

伊
藤 

芳
枝 

神
田 

光
以 

 

坂
本
美
智
男 

住
吉
ア
キ
子 

高
野
富
佐
代 

長
井 

紀
子 

 
 

中
村 

武
雄 

西
坂 

逸
夫 

 
 

堀
内 

成
雄 

福
祉
委
員
と
し
て
8
年
以
上
活
動 

 

福
祉
功
労
者
表
彰 

村
田
幸
子
さ
ん 

元
N

H

K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
解
説

委
員
。
退
職
後
は
福
祉
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
と
し
て
講
演
・
取
材
活
動

を
行
っ
て
い
る
。 

 

6
月
27
日
千
代
田
荘
で
「
み
ん
な
で
ラ
ン

チ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
70
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
の
方
々
と
昼
食
を
楽
し
む
会
で
す
。 

 

13
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
福
祉
委
員
18
名

が
お
迎
え
し
ま
し
た
。
舞
台
上
手
に
は
、
七

夕
飾
り
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
、
本
日
の
次

第
と
献
立
を
あ
し
ら
っ
た
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ

ト
に
、
八
宝
菜
を
メ
イ
ン
の
お
弁
当
、
ス
イ

カ
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
早
速
、
会
話
を

楽
し
み
な
が
ら
ラ
ン
チ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

昼
食
の
後
は
、
チ
ー
ム
・
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス

の
4
人
の
方
々
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
曲
目
は
、

パ
ー
リ
シ
ェ
ル
ズ
（
真
珠
貝
の
歌
）
で
す
。

手
の
動
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
意
味
が
あ
る
の
で
、

波
、
貝
が
開
く
な
ど
、
ま
ず
は
部
分
的
講
習 

を
受
け
た
の
ち
、
曲
に
合
わ
せ
て
赤
い
エ
プ

ロ
ン
の
ス
タ
ッ
フ
、
右
側
の
人
、
左
側
の
人
、

最
後
は
全
員
参
加
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
に
な
り
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

高
齢
者
福
祉
事
業
部 

 

福祉大会に出席された 

左から 高野、伊藤、森下、住吉、堀内さん 

表彰を受ける悠樂会代表、森下さん 

当日１３４名の個人と１４団体が表

彰されました。 


